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■
保
存
修
理
作
業
と
調
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続
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■
水
車
の
秋
（
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麦
の
収
穫
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８ 

■
水
車
公
開
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１
０
月
・
１
１
月 

…

９
、
１
０ 

■
気
象
観
測
調
査 

 
 

 
 

 
 
 
 
…

１
０ 

■
変
化
す
る
周
辺
環
境
・
活
動
日
誌 

 
…

１
１ 

思
い
出 

水
車
写
真
パ
ネ
ル
よ
り
（
そ
の
６
） 

水
車
取
り
外
し 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

 

水
車
小
屋 

 
 

 

語
り
集
ひ
て 

あ
た
た
か
し 

 

麦蒔きを終えた田んぼと水車の長屋 水車遠望 北方から水車の長屋を見る。南奥に由良山。 

水車で川柳大会 
コーヒースタンド「水辺の
休憩所」の香川大学生が開
いた「高原水車川柳大会」 
楽しかったよ～（11月） 

 

若
き
友 

 
 

古
き
小
屋
よ
り 

跳
び
た
ち
ぬ 

                                  

 

見
学
は 

 
 

頭
あ
た
ま

数
よ
り 

 

歳と
し

の
数 

 
 

 

２
０
２
３
年
は
、
酷
暑
の
夏
、
海
外
で
は
残
酷
な
戦
争
が
続
き
、

今
、
能
登
半
島
で
は
元
日
に
大
地
震
が
起
き
、
必
死
で
命
を
守

り
復
興
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
１
０
年
目
を
迎
え

た
高
原
水
車
友
の
会
は
、
毎
月
の
公
開
日
に
見
学
者
を
迎
え
、

無
事
に
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多
く
の
み
な
さ

ま
の
心
の
こ
も
っ
た
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ひ
と
く
ち
メ
モ 

―

高
原
水
車
収
蔵
資
料
２
よ
り 

  

道
具
付
（
表
紙
） 

  

資
料
の
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
高
原
太
吉
が
水

車
経
営
を
始
め
た
明
治
３
０
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

大
道
具
之
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
大
輪 

 
 
 
 
 
 
 

・
長
持 

二
本 

 

・
粉
挽
臼 

一
ヶ 

 
 
 

・
飴
台 
壱
個 

・
ガ
ン
ド 

壱
丁 

 
 
 

・
四
斗
樽
五
本 

・
米
麦
搗
臼
二
個 

 
 
 

・
唐
箕 

壱
丁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

小
道
具
之
部 

・
粒
割
ジ
ョ
ゴ 

壱
ツ 

・
大
箕 

 
 
 

二
ツ 

.

粕
ジ
ョ
ゴ  

 

壱
ツ 

・
小
箕 

 
 
 

二
ツ 

・
ア
ン
コ 

 
  

壱
ツ 

・
臼
掛
卸
木
萬
力
二
本 

・
俵
ジ
ョ
ゴ 

 

壱
ツ 

・
臼
掛
卸
板 

 

壱
枚 

・
弐
拾
貫
秤 

 

壱
丁 

・
目
切 

 
 
 

弐
丁 

・
三
貫
五
百
秤 

壱
丁 

・
真
ホ
リ 

 
 

壱
丁 

・
壱
升
量
器 

 

壱
個 

・
粉
カ
キ
出
シ 

壱
丁 

・
計
桶 

 
 
 

壱
ツ 

・
粉
カ
キ
出
シ
大
小
弐
丁 

・
入
換
桶 
 
 

壱
ツ 

・
粉
出
シ
板 

 

弐
枚 

・
粒
入
桶 

 
 

壱
ツ 

・
カ
イ
ダ
シ 

 

壱
ツ 

・
粒
卸
ケ
ン
ド 

壱
丁 

・
樋
水
門
板 

 

壱
枚 

・
砂
ヌ
キ
ケ
ン
ド
壱
丁 

・
掛
井
手
水
口
水
門
板
三
枚 

・
細
ケ
ン
ド 

 

壱
丁 

右
之
通
ニ
候
也 

・
小
麦
洗
イ
カ
キ
三
ツ   

（
左
：
現
存
す
る
道
具
の
一
部
） 

  
   

 
  
  

 

            
 

活
動
報
告 

５
月
２
５
日 

ガ
ン
ド
の
絹
布
を
貼
り
ま
し
た

 

野瀬大工の指導の下、着物の伸子張りの要領でガンドの木枠に絹布を貼り付け、

しっかり留め、糊が乾燥したところで、１０角形のガンドにはめ込みました。 
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２
０
２
２
年
度
（
令
和
４
年
）収
支
決
算
報
告 

収
入 

5
4
3
,4
1
0

円
（
会
費
・
寄
付
金
・
も
ち
麦
等
販
売
） 

支
出 

3
4
5
,7
4
0

円
（
通
信
・
会
報
発
行
費
・
保
険
・
水

利
費
・
会
議
費
・
水
車
環
境
整
備
費
等
） 

繰
越 

1
9
7
,6
7
0

円 

（
詳
細
は
総
会
報
告
書
参
照
） 

２
０
２
３
年
度
（
令
和
４
年
）
予
算
額 

収
入 

4
0
7
,6
7
0

円
（
会
費
・
寄
付
金
よ
り
） 

支
出 

4
0
7
,6
7
0

円
（
通
信
・
会
議
費
・
活
動
費
） 

                  

         

          
 

① 

「
水
辺
の
休
憩
所
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

（
報
告
：
香
川
大
学
創
造
工
学
部
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

 

「
見
て 

感
じ
て 

伝
え
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に 

２
０
２
１
年
か
ら
水
車
内
に
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド

を
作
り
「
水
車
友
の
会
」
の
人

た
ち
と
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

友
人
や
後
輩
も
参
加
し
て
い
る
。

学
生
な
ら
で
は
の
提
案
を
し
た

い
。
水
車
が
地
域
の
人
と
の
交

流
の
場
と
な
り
、
水
車
小
屋
や

友
の
会
の
方
々
の
魅
力
を
伝
え

つ
つ
地
域
の
方
の
自
慢
の
場
所

に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
グ
ッ
ズ
作
り
や
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
も
や
り
た
い
。 

卒
業
、
就
職
、
進
学 

お
め
で
と
う 

 
①  ②  ③  

④ 

高原水車友の会 第 10回総会（報告） 

日時 2023年５月 27日（土） 午後１時～４時  

会場 農協林支店二階広間会議室 

議題 活動報告 友の会会員から 

会計報告 監査報告  

2023年度活動計画 

講演＆報告 

・「水辺の休憩所」の取り組みについて 

（報告：香川大学創造工学部学生プロジェクト） 

・「水車と繰上げ装置装置の動きを見る・行灯篩の復元」 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

・「人＋木＝休」：樹木の効用と高原水車周辺の樹木について 

      大石道義氏（西日本短期大学名誉教授） 

・「デジタルアーカイブ構想とその現状―高原水車の情報を

残し活用するには」 國枝孝之（香川大学創造工学部准教授） 

・他の地方の水車情報（馬場線香水車のお線香販売） 

       ♪♪♪―閉会後水車場にて見学会―♪♪♪ 

 

   

    ♪♪♪―閉会後水車場にて見学と親睦会―♪♪♪ 
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４ 

 

② 

「
水
車
と
繰
上
げ
装
置
装
置
の
動
き
を
見
る
・
行
灯

篩
の
復
元
」 

野
瀬
秀
拓
氏
（
水
車
大
工
棟
梁
・
福
岡
県
久
留
米
市
） 

水
車
の
構
造
と
水
車
大
工
の
技
術
（
昔
か
ら
の
規
矩
法

を
生
か
し
て
作
る
）
／
水
車
大
工
か
ら
見
た
地
域
に
残

る
技
術
と
構
造
（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
残
る
片

板
な
ど
を
見
る
）
／
師
匠
の
お
二
人
（
現
代
の
名
工 

中

村
忠
幸
氏
・
妹
川
矩
雄
氏
）
紹
介 

水
車
大
工
が
一
人

前
に
な
る
の
に
２
０
年
か
か
る
／
朝
倉
三
連
水
車
を

造
っ
て
い
る
妹
川
氏
と
野
瀬
さ
ん
の
若
い
頃
／
９
０

年
の
歴
史
を
持
つ
八
女
の
線
香
水
車 
馬
場
水
車 

3
.
5

馬
力
で
力
強
く
回
っ
て
い
る
。
乾
燥
さ
せ
た
杉
の

葉
を
杵
で
搗
い
て
粉
に
す
る
工
程
／
線
香
原
料
水
車

の
搗
き
臼
と
動
力
の
仕
組
み 

杵
一
本
が
６
０
㎏ 

１
３
本
あ
る
。
／
地
元
の
大
工
さ
ん
が
作
っ
た
熊
本
の

水
車
／
高
原
水
車 

解
体
し
た
時
に
寸
法
を
確
認
、
き

っ
ち
り
作
っ
て
い
た 

一
分
の
狂
い
も
無
い
／
高
松

上
空
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影 

よ
く
こ
の
よ
う
な
平
野

に
水
車
が
出
来
た
／
中
掛
け
水
車
の
図
面
を
デ
ー
タ

で
残
し
た
／
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
ド
ラ
フ
タ
ー
で
水
の
入

る
角
度
を
計
算
し
、
片
板
を
作
り
、
残
し
て
い
る
。
残

っ
て
い
る
水
車
の
板
の
角
度
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
た

／
水
車
の
心
棒
な
ど
の
設
置
を
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー

が
か
か
わ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
知
恵
と
技
術
を
修
得 

水
車
と
と
も
に
友
の
会
が
素
晴
ら
し
い
／
摩
耗
し
て

い
た
歯
車
の
修
理
と
石
臼
の
目
立
て
／
石
臼
の
清
掃

は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
／
篩
絹
や
搬
送
機
の
動
き
が

正
常
に
行
く
か
実
験
を
し
た
／
篩
絹
を
貼
り
行
灯
に

取
り
付
け
た
／
屋
久
島
の
水
車
／
須
佐
美
の
水
車
・
佐

賀
の
水
車
紹
介 

③ 

「
人
＋
木
＝
休
」：
樹
木
の
効
用
と
高
原
水
車
周
辺
の

樹
木
に
つ
い
て 

 
 

 
 

大
石
道
義
氏
（
西
日
本
短
期
大
学
名
誉
教
授
） 

テ
ー
マ
：
樹
木
の
効
用
効
果
／
樹
木
に
よ
る
風
景
づ
く

り
／
修
景
へ
の
市
民
啓
発
例
（
と
が
っ
た
針
葉
樹
と
丸

っ
こ
い
広
葉
樹
の
使
い
分
け
を
し
て
、
よ
り
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
で
魅
力
的
な
空
間
風
景
を
創
造…

）
／
牧
野
先
生

か
ら
の
ヒ
ン
ト
・
原
初
的
価
値
と
後
成
的
価
値
（
社
会

公
益
的
価
値
）
こ
れ
ら
の
後
成
的
価
値
を
適
切
に
お
お

い
に
発
現
す
る
こ
と
が
高
原MILL

の
運
営
に
つ
な
が

る
と
思
う
／
高
原MILL

の
テ
ー
マ
例
「
日
本
の
原
風

景
・
伝
統
文
化
・
温
故
創
新
」
の
里
／
地
域
や
人
々
、

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
保
存
活
用
の
確
保
を
（
水

車
・
水
車
場
の
保
存
活
用
を
人
々
や
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
の
解
決
価
値
づ
く
り
と
結
び
付
け
、
つ
と
め
て
多
く

の
人
々
と
一
緒
に
連
携
し
て
果
た
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
）「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
の
維
持
」「
教
育
財
文
化
財
」

「
多
世
代
交
流
」「
心
身
の
健
康
」
「
福
祉
」「
学
術
」
）

／
高
原MILL

ゾ
ー
ン
樹
木
分
布
概
要
（
水
車
場
の
周

り
と
旧
古
川
岸
辺
の
全
樹
木
６
０
種
以
上
を
調
査
し

リ
ス
ト
作
成 

名
札
も
用
意
） 

④ 

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
と
そ
の
現
状―

高
原

水
車
の
情
報
を
残
し
活
用
す
る
に
は
」
國
枝
孝
之
氏

（
香
川
大
学
創
造
工
学
部
准
教
授
）
卒
業
生
の
卒
論
か
ら 

テ
ー
マ
：
文
化
遺
産
の
保
存
維
持
活
動
が
叫
ば
れ
る
中

維
持
管
理
は
難
し
い
。
そ
の
中
の
好
事
例
を
二
つ
（
文

化
遺
産
が
現
役
の
場
合
＝
犬
吠
埼
灯
台
）（
文
化
を
守

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
場
合
＝
イ
タ
リ
ア
・
シ
エ
ナ
コ
ン
ト
ラ
ー
ダ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
財
を
形
あ
る
も
の
と
し
て
残
す
こ
と
は
べ
ス
ト

だ
が
、
難
し
い
（
高
松
市
内
の
記
録
が
空
襲
な
ど
で
消

滅
し
て
い
る
）➡

文
化
財
を
情
報
資
産
と
し
て
残
す

（
メ
デ
ィ
ア
へ
記
録
し
記
録
さ
れ
た
情
報
を
利
活
用

す
る
こ
と
で
継
承
す
る
） 

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
時
代→

し
か
し
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
お
け
ば
安
全
か
？→

ど
の
よ
う
に
デ
ジ

タ
ル
情
報
資
産
を
管
理
し
て
い
け
ば
よ
い
か
が
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
例➡

ヒ
ロ
シ
マ
ア

ー
カ
イ
ブ
・
首
里
城
再
建
（
文
化
財
焼
失
か
ら
デ
ジ
タ

ル
再
現
例
） 

香
川
で
「
時
空
間
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
試
行
し

て
い
る
（
「
い
つ
・
ど
こ
で
」
の
メ
タ
デ
ー
タ
付
与
）

―

（
例
）
中
野
武
営
の
情
報
を
活
用 

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
の
紹
介
（
１
）（
２
） 

文
化
継
承
モ
デ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
構
想
案
（
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
地
域
に
根
付

い
た
文
化
情
報
を
発
信
で
き
る
仕
組
み
を
産
官
学
連

携
で
検
討
中
） 

「
高
原
水
車
」
を
香
川
・
時
空
間
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
す
る
こ
と
も
（
今
は
、
こ

れ
ま
で
の
記
録
を
生
で
取
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
） 

郷
土
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
め
ざ

し
て
奮
闘
中
。 
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         ―水車復元と水車場活用の活動（まとめ）― 
 
・水力で歯車と石臼・搬送装置①・ガンドが回転し始めた。少量の製粉もでき（但し手篩）、ダイナミックな動
きを見ることができた。見学者の方にも見てもらっている。 

・搬送装置のしくみを調査し、ガンドまでのロープと駒、ガンドの木枠を野瀬大工が製作し設置した。（今は模
型という位置づけ）さらにガンドから上の搬送装置と長漏斗などの調査が必要である。 

・搬送措置②③（ガンドから長漏斗の上部まで）とガンドの回転数を予測するため、各所の歯車と綱車の大き
さを計測（池森先生と友の会メンバー）→水輪の回転速度のほぼ 3.6 倍の速さで主軸・ガンドが回転 

・撤去された旧水車の水輪の一部（全体の１/４）と心棒を、西の長屋に展示することができた。 
水輪の一部と底樋を組み合わせて水車の導水部分を立体的に 
見せることができた。（この作業は文化庁許可済み）（2022.5） 

・ガンドの木枠に絹を張る作業に友の会として参加。 
・水車場に隣接する部屋の床と壁の修理は一昨年終わり、関連道具 

などの展示スペースにする計画だが、展示作業はまだ進んでいない。 
・破損の激しい水輪の部品（クモ手・大がらみ・根がらみなど）は、 

箱に入れ、水車場の天井裏に収納した。 
・ワークショップ―水車で「ひな祭り茶会」を楽しんだ。  
ＴＫＢ44 バンドが水車の庭で、本格的演奏を披露。 
紙芝居・影絵・木工細工・写生会などは未定 

 

―対外的な活動― 

・一昨年、高松桜井高校生徒（写真部・新聞部）が見学交流。今後のつながりに期待 

・コロナ下であったが、公開日には見学者を迎え、新しく地元の大学生や大学教授、高校生とのつながりも 

でき始めている。香川高専学生との交流が実現し、テーマ「高原水車の将来像をデザインする」を発表 

・道路敷設に関連して、県土木事務所担当者と話し合いを行った。水車排水路（石積み暗渠）の保護など。 

 ―広報・調査研究活動― 

・「水車通信」を 5 月に発行（18 号） 19 号発行は 2023 年 5 月に延期された。  

・ホームページを作成した。URL: https://suisha596088331.wordpress.com/contact/   

讃岐六条の高原水車 – 讃岐平野に残る江戸時代の水車 (takaharasuisha.com) 

・模型・映像作りも含めて水車場全体の展示計画は未定。水車場内にモニターは設置した。池森・緒方・小坂

各先生・野瀬さんらと打合せ必要。皆さんに技術的な協力をお願いしたい。 

・林地区コミュニティー協議会広報紙 History のページに高原水車が紹介される。「旧高松空港跡地の碑」も。  

・ベネッセ主催瀬戸内海地域振興助成情報共有会に参加（堀家）（2022.8.20） 

・香川大学教育学部で水車報告会に参加（川崎）（2023.2.16） 

・香川県文化財保護協会会報の支部だよりに「高原水車」を紹介（川崎）（2023.3.29） 

―景観保存― 

・水車場周辺の景観を守り、地域の文化活動に貢献できるエリアを作る

ため、保存計画を練る。低地にある水車と墓地の保全を考える。 

 水路浚渫、草刈り、樹木伐採、もち麦・蕎麦栽培によって水車場周辺

の景観が維持されている。→これらの作業に新しい人の協力をお願い

したい。 

・墓地移転と道路について、県土木事務所と話し合う。旧古川と  

藪の道の保全を要望。しかし友の会 10 年間の維持管理作業を今後ど  

のように引き継いでいくかは課題。 

―組織づくり― 

・公開日をきっかけに新しい会員入会があった。新会員 23 名 会員数 227 名 

・法人化の可能性も追及＝法人化は手続き面で足踏み状態 

活動報告 2022年度 

https://suisha596088331.wordpress.com/contact/
https://takaharasuisha.com/
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６ 

 

 

2
0

2
3

 
猛
暑
の
夏
を
過
ご
す 

歩
み
も
ゆ
っ
く
り
と 

 

水
車
を
来
訪
さ
れ
た
方
々 

７
月
２
３
日
（
日
）
能
楽
師
レ
イ
ヤ
陽
子
さ
ん
が
訪
れ

る
。
陽
子
さ
ん
の
お
母
さ
ま
は
「
水
車
友
の
会
」
会
員
。 

 

７
月
２
７
日
（
木
）
神
野
善
治
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学

名
誉
教
授 

民
俗
学
）
・
磯
野
英
史
氏
（
四
国
民
具
研

究
会
会
長
）
が
来
訪
。
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
前

館
長
田
井
静
明
氏
の
案
内
に
よ
る
。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

７
月
２
９
日
（
土
）
水
車
公
開
日 

こ
ど
も
食
堂
「
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
」
（
幼
稚
園
～
小

学
校
高
学
年 

乾
北
自
治
会
の
方
が
世
話
役
）
の
メ
ン

バ
ー
約
２
０
名
が
に
ぎ
や
か
に
水
車
場
を
見
学
。
小
さ

な
石
臼
で
粉
ひ
き
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。
水
車
の
水

路
出
口
辺
り
を
見
学
、
勾
配
の
あ
る
特
有
の
地
形
に
つ

い
て
も
説
明
。 

       

     

８
月
２
６
日
（
土
） 

水
車
公
開
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

ニ
ュ
ー
ス
①
②
③ 

① 

７
月
、
九
州
の
大
雨
で
、
馬
場
水
車
や
ゴ
ッ
ト

ン
館
、
一
ノ
瀬
親
水
公
園
の
水
車
も
被
害
を
受

け
ま
し
た
。 

―

お
見
舞
い―

 

 
 

②
和
歌
山
す
さ
み
水
車
（
線
香
水
車
）
の
水
輪
が
完

成
し
ま
し
た
。
７
月
１
５
日
～
１
７
日
、
市
民
５

０
人
が
参
加
。 

 
 
 
―

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す―

 

  

③
情
報
誌
「IKUNAS

」vol17

に
高
原
水
車
が
掲
載 

              

IKUNAS ⇔

SANUKI 

11 月末発行 

１冊 112ｐ 

1320 円 

「三谷親子自然塾」の方と 

蕎麦の種蒔き 
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７ 

 

     

★
水
車
手
前
の
サ
ブ
タ
（
水
量
調
節
の
た
め
の
水
門
）

差
込
装
置
（
受
け
）
の
根
元
を
修
理 

９
月
２
９
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

根
元
の
部
分
が
腐
食

し
て
い
ま
し
た
。
水
車

大
工
棟
梁
野
瀬
秀
拓

さ
ん
に
久
留
米
か
ら

来
て
も
ら
い
修
理
が

出
来
ま
し
た
。 

 

（
上
）
友
の
会
の
佐
藤
勇 

 
 

さ
ん
が
点
検
中
。 

 

★
す
で
に
３
０
年
近
く
高
原
水
車
の
調
査
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
池
森
寛
名
誉
教
授
の
調

査
は
７
月
の
「
高
原
水
車
場
の
製
粉
循
環
装
置
の
か

ら
く
り―

漏
斗
編―

」
に
続
き
、
今
回
（
９
月
３
０

日
）
は
、「
雑
穀
用
挽
き
臼
漏
斗
の
定
量
供
給
装
置
」

に
お
よ
び
、
友
の
会
メ
ン
バ
ー
５
人
も
調
査
を
手
伝

い
ま
し
た
。
「
定
量
供
給
は
定
量
供
給
調
節
棒
が
担

っ
て
い
る
。
下
の
排
出
孔
に
垂
ら
さ
れ
た
調
節
棒
が
、

挽
き
臼
と
と
も
に
回
転
す
る
と
穀
物
に
振

動
を
与
え
、
粒
の
定
量
的
な
落
下
が
起
こ
る
」

と
、
教
授
は
謎
解
き
す
る
。
想
像
で
き
そ
う

で
す
が
簡
単
な
実
験
も
楽
し
み
で
す
。 

こ
の
報
告
書
は
「MILL

み
る
水
車
ノ
ー
ト
」

（
池
森
編
）
で
発
表
の
予
定
で
す
が
、
ひ
と

足
先
に
、
こ
の
水
車
通
信
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

保
存
修
理
作
業
と
調
査
が
続
く 
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８ 

 

 

活
動
報
告 

水
車
の 

 
 

 
秋 

 
 
 
 
 

２
０
２
３
年 

 

  

 

 

                          

 

       

                  

彼岸花。猛暑のせいか、咲くのが

遅かった 

菊芋の花 

真
夏
の
８
月
２
６
日
に
蒔
い
た
蕎
麦
の

白
い
花
が
咲
く
。
赤
い
彼
岸
花
も
。 

１
０
月
１
日 

赤
い
彼
岸
花
と
と
も
に 

蕎
麦
の
実
が
熟
す
。
１
０
月
１
５
日 

蕎
麦
の
収
穫
日
。 

１
０
月
２
０
日 

刈り取った蕎麦をハゼ（稲架）にかけて、１か月ほど乾燥させる。この細長い三角形の畑は新設道路

（県道の敷地となるので、この場所での農作業はこれが最後となる。土地が低くて不整形の田んぼだ

ったけど長い間ありがとう。昔は遊水地の役目もしてくれた低い田んぼでした。 
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９ 

 

 
 

 

  
 
 

   
 

                   

水
車
場
の
内
外
に 

い
つ
も
お
花
を 

 

飾
り
ま
す 

         

        

  

               

          

企画委員会で今後の計画など話す。 

友の会の組織を継続強化していくためには？ 

製粉装置をどこまで動かすのか？ 

川沿いの道と樹木の整備は？周辺環境整備を。 

県では新道建設用地にかかる田んぼを試掘した。 

香川県文化財課との話し合いを報告。 

文化財リストと道具類の照合をして行こう等々 

今年も干し柿づくり 

水
車
公
開
日 

１
１
月 

古い脱穀機と選別機を持って来て、

さあ蕎麦の脱穀を始めよう。 

水
車
公
開
日 

１
０
月 

学生さんもいっしょに 

し
っ
ぽ
く
蕎
麦 
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１０ 

 

 

            

              

    

         

こ
ん
な
調
査
を
し
て
い
ま
す―

 

 
 
 
 
 
 
 

教
育
学
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
尾
徹
教
授
よ
り 

        

       

         

香
大
生 

 

い
っ
し
ょ
に
参
加
あ
り
が
と
う 

お手本を見せましょう！大学生も楽しそう 

川柳大会にぎわう ３３句 

気
象
観
測
調
査 

香
川
大
学
と
し
て
２
０
２
３
年
６
月

２
４
日
に
大
学
院
生
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
高
原
水
車
に
気
象
観
測
装
置
を

導
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

高
原
水
車
は
、
気
候
変
動
を
は
じ
め

と
す
る
人
と
環
境
の
関
係
の
変
化
を

実
感
し
、
考
察
す
る
う
え
で
と
て
も

貴
重
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
高
原
水
車
の
お
家
の
子
ど
も
た
ち

が
経
験
し
た
気
候
の
記
録
は
た
と
え

ば
夏
休
み
の
絵
日
記
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
３
５
℃
を
大
き
く

超
え
る
よ
う
な
日
が
続
く
夏
も
珍
し

く
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時

は
３
０
℃
を
少
し
超
え
た
程
度
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
周
囲
の

環
境
も
変
化
す
る
中
で
人
の
住
む
空

間
の
気
象
条
件
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
か
。
周
囲
の
都
市
化
し

た
地
域
と
比
較
し
た
と
き
に
旧
来
の

水
環
境
を
残
す
高
原
水
車
の
気
候
は

過
ご
し
や
す
さ
を
保
持
し
て
い
る
と

言
え
る
の
か
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い

て
考
察
す
る
う
え
で
も
役
に
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

乾燥した蕎麦の束をハゼから降ろす 



第 20号              高原水車友の会通信       令和 6年（2024）1月 30日 

 

１１ 

 

      

新
設
県
道
（
成
合
六
条
線
）
が
墓
地
（
名
称
：
車
三
昧
）

に
ぶ
つ
か
る
の

で
、
お
墓
の
半
数

が
川
の
北
側
へ

移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
移
転

作
業
は
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
に

伴
い
元
の
墓
地

敷
地
整
備
が
行

わ
れ
、
桜
の
木
や

ア
ジ
サ
イ
は
撤

去
、
敷
地
は
土
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
た
。
旧
古
川
の
水
路
の
護
岸

も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製

に
な
っ
た
。

「
多
自
然

型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護

岸
」
と
い
う
。

水
辺
の
生
物
に
も
配
慮
し
た
も
の 

だ
が
、
元
の
古
川
と
は
別
物
の
よ
う 

だ
。
岸
の
角
度
は
こ
れ
で
良
い
か
、 

水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
か
気
に
な 

る
。 

 
 
 
 
 

１
０
月
１
日          

      

      

  

             

  
 

変
化
す
る
周
辺
環
境 

旧古川と本流を繋ぐ下流の排水構 

前方に北側の墓地予定地 

川の草刈り浚渫作業は

今後も続く。 

 

高
原
水
車
友
の
会 

連
絡
先 

 
 

０
８
７
７
（３
３
）４
６
０
１ 

堀
家 

活
動
日
誌
（2023

年
夏
～
秋
）
水
車
公
開
日
は
毎
月
最
終
土
曜
日 

５
／
２
７ 

第
１
０
回
総
会 

 

１
２
月
は
お
休
み
で
す 

６
／
２
０ 

県
土
木
事
務
所
が
水
車
前
後
川
底
標
高
調
査
実
施 

６
／
２
４ 

香
川
大
学
寺
尾
先
生
、
水
車
の
田
圃
に
気
象
測
定
器 

を
設
置 

大
学
院
生
１
０
名 

７
／
２
９ 

こ
ど
も
食
堂
「
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
」
来
訪 

８
／
２
６ 

「
三
谷
親
子
自
然
塾
」
来
訪 

１
１
／
２
５ 

蕎
麦
の
脱
穀 

香
川
大
学
創
造
工
学
部
学
生
（
水

辺
の
休
憩
所
）
が
水
車
場
で
「
高
原
水
車
川
柳
大
会
」
開
催 

樹
木
の
根
が
川
岸
を
固
め
て
き
た
長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る

が
、
お
墓
へ
の
落
葉
が
問
題
と
な
り
、
今
後
の
対
策
が
悩
ま
し

い
課
題
で
あ
る
。
香
川
大
学
名
誉
教
授
増
田
拓
朗
先
生
に
ご
足

労
を
願
い
、
て
い
ね
い
な
調
査
の
う
え
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

森
造
園
さ
ん
に
も
同
席
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
話
し
合
い
に
は
、

こ
の
日
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
大
切
に
し
、
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
（
友
の
会
会
長 

平
田
恵
美
） 
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１２ 

 

川
柳
大
会
よ
り
一
句 

            
 

              

                           

                           

早
や
十
年 

 
 

 

十
歳
老
け
た 

会
員
等 

カ
タ
コ
ト
と 

 
 

 

水
車
の
ま
わ
り
で
縁
結
び 

友
の
会 

 

数
多
の
ご
教
授
あ
り
が
と
う 

 
 

 

十
歳
老
け
た 

会
員
等 

楠
は 

水
車
を
見
守
り 

年
を
老
い 

 

数
多
の
ご
教
授
あ
り
が
と
う 

 
 

 

十
歳
老
け
た 

会
員
等 

水
車
小
屋 

カ
フ
ェ
と
コ
ラ
ボ
お
い
し
い
よ

老
い 

 

数
多
の
ご
教
授
あ
り
が
と
う 

 
 

 

十
歳
老
け
た 

会
員
等 

昔
か
ら 

み
ん
な
を
繋
ぎ
愛
さ
れ
る 

人
々
の 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

師
匠
い
ず 

オ
シ
ャ
レ
ラ
ン
チ
休
業
中 

子
ど
も
ら
の 

歓
声
重
ね
水
輪
の
音 ね 

月
一
の 

安
否
確
認
水
車
小
屋 

 
 

 

水
車
の
ま
わ
り
で
縁
結
び 

復
元
で 

み
ん
な
に
笑
顔
人
の
輪
だ 

 
 

 

水
車
の
ま
わ
り
で
縁
結
び 

水
流
れ 

 

水
車
回
し
て
そ
ば
食
す 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

こ
と
こ
と
と 

回
り
続
け
る
役
に
立
つ 

ま
ど
ろ
し
い 

讃
岐
水
車
は
文
化
財 

コ
ー
ヒ
ー
の 

湯
気
立
つ
秋
の
日
小
休
止 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

月
一
の 

待
ち
遠
し
い
や
公
開
日 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

作
業
止
め 

飲
む
コ
ー
ヒ
ー
の
苦
味
冴
え 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

絹
の
布 

水
車
小
屋
で
は
粉
ふ
る
い 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

空
回
り 

樹
木
議
論
と
渇
水
車 

文
化
財 

水
車
復
元
ま
ど
ろ
し
い 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

ま
ぼ
ろ
し
の 

水
車
回
り
て
鮒
跳
ね
る 

水
車
小
屋
で
は
粉
ふ
る
い 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

コ
ー
ヒ
ー
の 

ス
ピ
ー
ド
向
上
努
め
ま
す 

水
車
小
屋
で
は
粉
ふ
る
い 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

水
車
小
屋 

四
季
折
々
に
顔
変
わ
る 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

お
じ
ち
ゃ
ん
と 

そ
ば
を
こ
ね
た
の
楽
し
い
な 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

あ
た
た
か
い 

ご
は
ん
と
人
で
あ
た
た
ま
る 

古
農
具 

 

分
類
す
れ
ば
文
化
財 

受
け
ま
わ
る 

 

時
の
流
れ
と
清
流
と 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
水
車
小
屋 

水
車
と 

コ
ー
ヒ
ー
い
れ
て
も
う
卒
業

だ 

水
受
け
て 

ま
わ
れ
よ
ま
わ
れ
い
つ
ま
で
も 


